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必須－１ 小学校 
低学年 

学習のねらい ～冬の学校に潜む危険を知る～   
 ○積雪時の写真から冬の学校に潜む危険を知る。 
 ○校舎内を見学して、雪による危険箇所を知る。 

学習内容（展開例） 指導ポイント・使用資料 

【
導
入
】 

１．降雪時の様子について興味をもたせる 

 

①校舎内及び校舎周辺の積雪時の写真を見せて

児童の反応をうかがう。 

 

（予想される児童の反応） 

・すごい。 

・落ちそう。 

・アイスクリームみたい。 

・大きな角みたい。 

・ぼくの家にもある。 

・落ちたらどうなるの。 

・ガラスが割れた。 

・雪囲いの板が壊れた。 

・埋もれてしまう。 

・飛び散る。 

・怖い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②雪による危ないところの例をいくつか紹介し、

冬の学校に潜む危険について学習することを

伝える。 

 

 

 

 

◆資201-01～44：必須－１の資料（画像） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※雪庇（せっぴ） 

 山の稜線や崖のように、傾きが急に変化する

場所の風下側に、庇（ひさし）のように突き出

した雪の吹きだまりや、建物の屋上から張り出

している雪のかたまり。放置すると、自重に負

けて崩落するまで際限なく大きくなる。放置す

ると崩落して、通行人や家財に被害を及ぼすこ

とがある。 

 

 

 

 ＜指導ポイント＞ 

○雪によって物が壊れること。 

○雪に埋もれると危険につながること。 

知る 

考える 

行動する 

資201-03 
雪庇（せっぴ）※ 

資201-13 
つらら 

資201-19 
除雪車 

資201-28 
堆積した雪の山 

資201-43 
落雪で割れた窓ガラス 

資201-44 
危険を知らせるサイン 
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学習内容（展開例） 指導ポイント・使用資料 

【
展
開
】 

２．校舎内及び校舎周辺を調べる 

 

①自分たちの校舎内及び校舎周辺で、雪による

危険箇所はどこかを問いかけ、発表させる。 

 

 

 

 

 

②校舎内及び校舎周辺の危険箇所を見学させる。 

 

 

■想定される答え 

・玄関の屋根の下 

・体育館の屋根の下 

・プール 

・側溝 

 

 

 

 

 

【
ま
と
め
】 

３．学習した内容を確認する 
 

①ワークシートを配付し、わかったことを記入

させ、発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学校だけでなく、家のまわりでも危険なとこ

ろに近づかないように呼びかける。 

 

 

◆ワークシート01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導ポイント＞ 

○玄関や体育館の屋根の下は、雪が落ちて

くることがあり、雪が積もっている時に

は絶対に近づかないこと。 

○冬のプールは、雪に埋まって見えなく

なっていることもあり、落ちる危険があ

るため、絶対に近づかないこと。 

＜指導ポイント＞ 

○校舎内やその周辺にも危険が潜んでいる

こと。 


